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瑞宝小綬章（教育功労）

木
き

下
した

 亮
あきら

さん（88）漆垣内町

受章おめでとうございます
高齢者叙勲

商
工
課 

☎
35-

３
１
４
４

岐
阜
地
方
法
務
局
高
山
支
局 

☎
32-

０
９
１
５

敬
称
略
・
順
不
同 （
カ
ッコ
内
は
職
種
）

■
商
工
分
野

松ま
つ

尾お 

長ち
ょ
う
い
ち一

（
木
造
住
宅
設
計
・
施
工
）

柿か
き

下し
た 

孝た
か
し

（
木
製
照
明
製
造
）

関か
ん

西さ
い 

春は
る

樹き

（
家
具
製
造
）

切き
り

田た 

善よ
し

広ひ
ろ

（
家
具
製
造
）

澤さ
わ

田だ 

桐き

有り
ゅ
う（

家
具
製
造
）

谷た
に

口ぐ
ち 

宝た
か
ら

（
家
具
製
造
）

井い

本も
と 

雅ま
さ

弘ひ
ろ

（
木
造
住
宅
設
計
・
施
工
）

寺て
ら
ば
や
し林 

政ま
さ

次じ

（
左
官
工
）

堀ほ
り

部べ 
実み

の
る

（
造
園
工
）

柚ゆ

原は
ら 

康や
す

伸の
ぶ

（
造
園
工
）

東ひ
が
し 

勝か
つ

廣ひ
ろ

（
一
位
一
刀
彫
師
）

和わ

仁に 

久ひ
さ

幸ゆ
き

（
一
位
一
刀
彫
師
）

津つ

田だ 

和か
ず

彦ひ
こ

（
一
位
一
刀
彫
師
）

元げ
ん

田だ 

勉つ
と
む

（
一
位
一
刀
彫
師
）

村む
ら

上か
み 

貞さ
だ

男お

（
一
位
一
刀
彫
師
）

鈴す
ず

木き 

英ひ
で

之ゆ
き

（
一
位
一
刀
彫
師
）

山や
ま

本も
と 

良り
ょ
う
き
ち吉

（
一
位
一
刀
彫
師
）

津つ

田だ 

真し
ん

吾ご

（
一
位
一
刀
彫
師
）

高た
か

橋は
し 

毅つ
よ
し

（
飛
驒
春
慶
塗
師
）

　
平ひ

ら
ば
や
し林 

秀ひ
で

夫お

（
飛
驒
春
慶
木
地
師
）

滝た
き

村む
ら 

弘ひ
ろ

美み

（
飛
驒
春
慶
塗
師
）

西に
し

田だ 

巖い
わ
お

（
飛
驒
春
慶
木
地
師
）

大お
お

山や
ま 

秀ひ
で

男お

（
飛
驒
春
慶
木
地
師
）

川か
わ

上か
み 

憲け
ん

一い
ち

（
飛
驒
春
慶
木
地
師
）

不ふ

破わ 

健た
け

人ん
ど

（
金
属
彫
刻
工
）

田た

中な
か 

文ふ
み

雄お

（
鍛
冶
工
）

戸と

谷だ
に 

昇の
ぼ
る（

漆
塗
金
箔
工
）

白し
ろ

木き 

良り
ょ
う
す
け

典
（
指
物
宮
師
）

新し
ん
み
ょ
う名 

清き
よ

雄お

（
鍛
冶
工
）

野の

川が
わ 

俊と
し

昭あ
き

（
漆
工
）

井い

口ぐ
ち 

泉い
ず
み（

建
築
大
工
）

鬼お
に

淵ぶ
ち 

信の
ぶ

雄お

（
建
築
大
工
）

清し

水み
ず 

國く
に

一い
ち

（
建
築
大
工
）

挾は
さ

土ど 

貞さ
だ

吉き
ち

（
左
官
工
）

荒あ
ら

川か
わ 

正た
だ
し（

広
告
美
術
工
）

河か
わ

本も
と 

敏と
し

明あ
き

（
西
洋
料
理
調
理
人
）

新あ
ら

井い 

京き
ょ
う
い
ち一

（
日
本
料
理
調
理
人
）

和わ

田だ 

邦く
に

彦ひ
こ

（
日
本
料
理
調
理
人
）

野の

中な
か 

孝た
か

司し

（
日
本
料
理
調
理
人
）

谷た
に

口ぐ
ち 

重し
げ

信の
ぶ

（
日
本
料
理
調
理
人
）

大だ
い

門も
ん 

博ひ
ろ

徳の
り

（
日
本
料
理
調
理
人
）

平ひ
ら

岡お
か 

誠せ
い

治じ

（
清
酒
製
造
工
）

長な
が

瀬せ 
武た

け

司し

（
菓
子
製
造
工
）

住す
み 

忠た
だ

久ひ
さ

（
そ
ば
製
麺
工
）

柚ゆ

原は
ら 

博ひ
ろ

明あ
き

（
染
色
・
仕
上
工
）

田た

中な
か 

さ
ず
子こ
（
婦
人
・
子
供
服
仕
立
職
）

西に
し

本も
と 

幸さ
ち

子こ

（
美
容
師
）

長な
が

倉く
ら 

靖く
に

邦や
す

（
陶
磁
器
製
造
工
）

■
農
林
畜
水
産
分
野

沖お
き

 だ田 

周し
ゅ
う
き
ち吉

（
野
菜
作
農
業
）

野の

谷だ
に 

正た
だ
し（

花
卉
作
農
業
）

中な
か

谷た
に 

省
し
ょ
う

悟ご

（
野
菜
作
農
業
）

舩ふ
な

坂さ
か 

正ま
さ

信の
ぶ

（
果
樹
作
農
業
）

牛う
し

丸ま
る 

國く
に

行ゆ
き

（
肉
用
牛
生
産
業
）

辻つ
じ

垣が
い

内と 

儀ぎ

一い
ち

（
肉
用
牛
生
産
業
）

井い

田だ 

睦む
つ
み

（
肉
用
牛
生
産
業
）

吉よ
し

野の 

毅つ
よ
し

（
養
豚
業
）

認定式

飛驒高山の名匠作品展

日時　2月9日㈭午前10時～正午
場所　市民文化会館3階講堂（昭和町1）

日時　2月9日㈭正午～午後7時
　　　2月10日㈮午前9時～午後5時
場所　市民文化会館3階講堂（昭和町1）
内容　認定者の紹介パネル・作品の展示
（入場無料です。ぜひご来場ください）

　飛
驒
高
山
の
名
匠
　
認
定
者
決
定

問合先 秘書課  ☎35⊖3130

　
市
で
は
、飛
驒
の
匠
の
心
と
、も
の
づ
く
り
に
関
わ
る
優
れ
た
技
術
の
継
承
を
支
援
す

る
た
め
、産
業
の
活
性
化
や
後
継
者
育
成
な
ど
に
取
り
組
む
技
術
者
を「
飛
驒
高
山
の

名
匠
」と
し
て
認
定
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、商
工・農
林
畜
水
産
分
野
か
ら
56
人
の
方
を
認
定
し
ま
し
た
。

問
合
先

　 　

平
成
29
年
1
月
1
日
付
け
で
6
人
の
人
権
擁
護
委
員
が
交

代
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
と
は
、法
務
大
臣
の
委
嘱
を
受
け
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア（
高
山
市
で
は
26
人
）で
、人
権
相
談
や
ペ
ー
プ
サ
ー
ト

（
紙
人
形
劇
）の
上
演
に
よ
る
啓
発
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

人
権
に
関
す
る
こ
と
で
お
悩
み
の
方
は
、人
権
擁
護
委
員
や

法
務
局
職
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。相
談
は
無
料
で
、秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
。

※
人
権
相
談
の
日
程
は
毎
月
１
日
号「
広
報
た
か
や
ま
」に
掲

載
し
て
い
ま
す
。今
号
は
15
ペ
ー
ジ
で
す
。

新
し
い
人
権
擁
護
委
員

問
合
先

地
　
域

新
　
任

退
　
任

高　

山

古ふ
る

田た　

眞ま

砂さ

子こ

上か
み

休や
す

場み
ば　

吉よ
し

則の
り

島し
ま

田だ　

昌ま
さ

子こ

𫝆い
ま

城じ
ょ
う　

松ま
つ

枝え

廣ひ
ろ

島し
ま　

啓け
い

子こ

三み

枝え
だ　

祥し
ょ
う
い
ち一

朝　

日

長な
が

瀬せ　

真ま
こ

人と

新あ
ら

井い　

弘ひ
ろ

美み

清し

水み
ず

口ぐ
ち　

正ま
さ

雄お

木き

本も
と　

貞さ
だ

子こ

上
宝
・
奥
飛
驒
温
泉
郷

石い
し

本も
と　

ま
り
子こ

沖お
き

本も
と　

善よ
し

邦く
に

（敬称略）
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